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雪固形化装置の断面図（正面図）．（a）雪玉作製用，（b）円柱雪作製用．
Drawing　of　the　snow　compacting　device（front　view）；（a）device　for
making　snowballs，（b）device　for　making　snow　co1umns．
固形化雪の空気力輸送実験一圧送方式における固形化雪の形状の比較一小林・熊谷
2．3計測項目
　本実験に使用した輸送管の配管状況（平面図）を図3に示す．輸送管の総延長は前述のよ
うに57mである．図3の中に▽印で示したのは，圧力変換器の取り付け位置である．圧力変
換器No．1と2の測定値から水平直管部における圧カ損失を，またNo．2と3の測定値から水
平曲管部における圧力損失を算出した．また，管内風速を熱線風速計により測定した．
　なお，実験方法の詳細については，熊谷・小林（1992）に詳述してある．
3．実験結果
3，1水平直管部における圧力損失
　図4に水平直管部における圧力損失と管内風速の関係を示す．本実験では，効率のよい輸
送条件を求める目的から，管内風速を3～7．5m／sの低風速に抑えた．図4からも分かるよう
に，この風速範囲における圧力損失の風速依存性は余り顕著に現れていない．しかし，雪玉，
円柱雪ともに，輸送雪量が大きくなるほど圧力損失も増大する傾向がみられた．
　また，雪玉と円柱雪とを比較した場合，同程度の輸送雪量では，円柱雪の場合の方が雪玉
の場合に比べてほぼ1．5～2倍程度大きな圧カ損失を示した．
3．2水平曲管部における圧力損失
　図5に水平曲管部における圧力損失と管内風速の関係を示す．水平曲管部における圧力損
失は，水平直管部の場合に比べて，同一条件での圧力損失は5．9～12．5倍と大きな値を示した．
この値は，既報（熊谷・小林，1992）で述べた総延長34mの輸送管における変化割合
（1．7～3．2倍）に比べると約3．8倍に増大している．
Snow　Lu皿P　Feeder
24．5m
図3　　輸送管の配管図（平面図）．
　　　　図中▽印は圧力変換器の取り付け位置を示す（4箇所）．
　　　　また，Rは曲率半径，∂は輸送管内径を示す．
Fig．3　Schematic　diagram　of　the　pipe1ine（p1an）；
　　　　▽：locations　of　pressure　gauges，1ぞ：radius　of　curvature，
　　　　ゴ：imer　diameter　of　the　pipe．
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図4　　圧力損失と管内風速の関係（水平直管部）．
　　　図中矢印を添えた記号は，輸送管内につまりを生じた時のデータを示
　　　す．また，輸送雪量の右側のカッコ内の数字は，各固形化雪の投入個
　　　数を示す．
Fig．4　Re1ation　between　the　pressure1oss　and　the　air　ve1ocity　in　a　horizon－
　　　ta11y　straight　pipe．Eight　arrows　show　the　air　velocities　under
　　　which　no　snow　cou1d　be　conveyed　inside　of　a　pipe．The　number　in
　　　each　parenthesis　shows　the　number　of　snow　lumps　fed　in　a　pipe。
　また，バラツキはあるものの，管内風速の増加とともに圧力損失も増大する傾向がみられ
た．さらに，水平直管部の場合と同様に，輸送雪量が増加すると圧力損失も増大する傾向が
みられた．
　次に，雪玉と円柱雪を比べた場合，同程度の輸送雪量においては，円柱雪の場合の方が，
雪玉の場合に比べて1．4～2．4倍の大きな圧力損失を生じた．
3．3限界風速
　図4及び図5において矢印を添えた記号は，輸送管内につまりを生じた時のデータを示し
ている．例えば，雪玉を投入した実験では，図4，図5ともに，管内風速5m／sまでは順調に
輸送することができた．しかし，4m／sになると，輸送できる場合もあったが，できない場合
もあったことを示している．したがって，雪玉ではほぼ4m／sが輸送限界管内風速（以下，
一6一
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限界風速と称する）であるとみなすことができる．同様にして，円柱雪の場合の限界風速を
求めると，5m／sとなる．
　したがって，限界風速は円柱雪の方が雪玉よりも1m／sだけ大きな値となった．
4．結論
　前章の実験結果から，圧力損失についてみると，水平直管・曲管部ともに円柱雪の方が雪
玉の約2倍の大きな値を生ずることが判明した．
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図5　　圧力損失と管内風速の関係（水平曲管部）．
　　　　図中矢印を添えた記号は，輸送管内につまりを生じた時のデータを示
　　　　す．また，輸送雪量の右側のカッコ内の数字は，各固形化雪の投入個
　　　　数を示す．
Fig．5　Relation　between　the　pressure1oss　and　the　air　ve1ocity　in　a　horizon－
　　　　ta1ly　bent　pipe．Seven　arrows　show　the　air　ve1ocities　under　which
　　　　no　snow　could　be　conveyed　inside　of　a　pipe．The　number　in　each
　　　　parenthesis　shows　the　number　of　snow1umps　fed　in　a　pipe．
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　また，限界風速についても，水平直管・曲管部とも円柱雪の方が雪玉よりも1m／s大きな
値を示した．
　これらの結果を合わせて考えると，円柱雪よりも雪玉の方がより効率的な輸送が可能であ
るとみなすことができる．
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